
【 本 畠 揚 水 機 場 】

用 水 位 置 図

もとは沖積台地上に開発された畑地帯であり、谷合の低位部にわずかに水田がある地域で
あった。戦後に地下水利用の陸田開発が行われたが、用水源が不安定であった。このため、
荒川総合開発の一環として建設された二瀬ダムに新たな水源を求め、国営荒川中部農業水利
事業により新規利水を得ることになり、県営かんがい排水事業本畠地区の実施(S37-41)に
て、揚水機場を設け荒川より取水をすることになり、本畠・小原用水の基幹水路を新設する
ことになった。また併せて、県営ほ場整備事業本畠地区(S40-48)により区画整理等の末端整
備が行われた。現在は、国営総合農地防災事業の一部として、取水口を六堰頭首工と合口し
整備された。
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